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ABSTRAK 

 

Kautsar Nadhim Novaldi. 2021. Efektivitas Penerapan Media Belajar Explain 

Everything dalam Pembelajaran Daring Terhadap Hasil Belajar Mata Kuliah 

Kanji II. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Fakultas Bahasa dan 

Seni Universitas Negeri Jakarta. 

 

Teknologi pendidikan seperti media pembelajaran konvensional pada waktu 

sekarang mulai dikombinasikan dengan metode yang lebih modern dan 

memanfaatkan teknologi internet, terlebih juga karena pandemi COVID-19 yang 

sedang melanda di seluruh dunia. Dunia pendidikan memerlukan media belajar 

yang dapat mengintegrasikan pembelajaran berbasis daring yang dapat 

memberikan umpan balik agar pembelajaran lebih terarah, sekaligus 

menghadirkan suasana yang menyerupai kegiatan belajar di kelas luring. Salah 

satu media yang cocok untuk pembelajaran tersebut adalah media Explain 

Everything. Aplikasi ini dapat diakses dengan internet melalui beberapa platform, 

seperti smartphone, komputer, dan tablet. Dengan menggunakan media Explain 

Everything, baik pengajar maupun pembelajar membuat materi, tutorial, dan 

lainnya untuk penggunaan di kelas atau pribadi, serta memaksimalkan waktu di 

kelas menjadi lebih efisien. Dalam pembelajaran bahasa Jepang, penerapan media 

Explain Everything belum pernah ada, oleh sebab itu peneliti bermaksud 

menerapkan media Explain Everything dalam pembelajaran Kanji II. Penelitian 

ini bertujuan untuk mengetahui efektifitas penerapan media belajar Explain 

Everything terhadap hasil belajar mata kuliah Kanji II. Metode yang digunakan 

pada penelitian ini adalah True Experimental dengan desain Pretest-Posttest 

Control Group Design. Populasi pada penelitian ini adalah mahasiswa Program 

Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta yang mengambil mata 

kuliah Kanji II dengan sampel mahasiswa yang mengambil mata kuliah Kanji II 

kelas B (kontrol) berjumlah 15 orang, dan kelas C (eksperimen) berjumlah 15 

orang. Instrumen pada penelitian ini adalah tes (berupa pretest dan posttest) serta 

non-tes berupa angket. Berdasarkan hasil analisis data, diketahui bahwa ttabel pada 

taraf signifikansi 5% yaitu sebesar 1,7, kemudian nilai thitung pada penelitian ini 

yaitu 2,02. Dengan demikian dapat disimpulkan bahwa (thitung > ttabel) yang berarti 

media Explain Everything efektif terhadap peningkatan hasil belajar Kanji II. 

Kemudian, hasil angket yang diperoleh menunjukkan 86,6% mahasiswa setuju 

bahwa media Explain Everything efektif meningkatkan hasil belajar Kanji II. 

 

Kata Kunci: Media, pembelajaran, kelas daring, kanji, bahasa Jepang, Explain 

Everything. 
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漢字 IIの学習結果に対する Explain Everythingの授業メディアの利用の効果 

 

ジャカルタ国立大学 

カウツァル.ナディ厶.ノヴァルディ 

nadhimnov@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

最近、デジタル技術の使用は急速に増加していた。毎日の生

活と活動が技術と情報に関連してる時代で、産業革命４.０と呼ば

れている。Schwab (2016)によると、この産業革命４.０は生活に大

きな変化をもたらすという形で影響している。その一つは教育の分

野である。 

インドネシアでは、従来の学習メディアをより現代的な手法

と組み合わせ、インターネット技術を活用することで、ネットワー

ク接続で相互に接続されたデバイスを学習教材の配信に利用できる

ようになった。特に、世界中で蔓延している COVID-19パンデミッ

クが進行中である。 

(https://www.pusdatin.kemdikbud.go.id/pembelajaran-online-di-

tengah-pandemi-covid-19-tantangan-yang-mendewasakan/). したがって、

産業革命 4.0 の時代を追うためには、技術、情報、コミュニケーシ

ョンを統合した学習メディアを準備することが非常に急務である。 

教師と生徒の両方が、特に現在多くのバリエーションと用途がある

オンラインメディア施設から情報技術を習得する能力を向上させる

必要がある。 

情報技術を習得するには、産業革命 4.0 の時代には外国語の

習得を必要とする多くの相互作用があるため、産業革命 4.0 ではコ

ミュニケーション能力も必要である。 多くの外国企業、特に日本

の企業がインドネシアで事業を展開するからである。 

mailto:nadhimnov@gmail.com
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(https://www.money.kompas.com/read/2020/03/12/152750726/alasan-

perusahaan-jepang-ini-masuk-indonesia?page=all) したがって、これら

の企業で働くためには、外国語、特に日本語能力が必要である。 

日本語を上手に習得するためには、4 つの言語能力を習得す

る必要がある。そのうちの 1つは日本語の読み書きの能力である。

ジャカルタ国立大学の日本語教育学科では、漢字授業で文字を読み

書きするための学習能力を学ぶ。 漢字授業は、漢字 I から漢字 VI

までの段階的な授業であり、学生が受講しなければならない条件付

き授業である。 

漢字 IIの先生によると、漢字のオンライン授業を教える上で

の最大の障害は、さまざまな活動に一度に役立つ 1つのメディアを

見つけるのが難しいことである。 現在、彼女はまだ多くの個別の

メディアを使用して授業を実行している。また、学生によると、漢

字の習得が難しい要因としては、講師と学生の授業での直筆練習が

不足しているため、単調に学習する傾向がある。多様性の少ない能

力テスト方法と、漢字の学習に使用できる独立した学習メディアの

欠如である。 それとは別に、研究者が漢字 II に焦点を当てている

基本的な理由は、2020 年の学生は大学に入学した当初からオフラ

イン授業で行われる講義の雰囲気を感じたことがなく、学習活動の

可能性を最大限に引き出していないためである。 

上記の説明に基づいて、オンラインベースの学習を統合する

学習メディアが必要ですが、教師は生徒にフィードバックとナビゲ

ーションを提供できて、学習がより方向付けられ、学習活動に似た

雰囲気を提示しながら学習目的を達成できる。この学習に適したメ

ディアの 1つは、Explain Everythingの授業メディアである。Explain 

Everything は、Windows、Android、iOS に基づくアプリケーション

ベースの授業および発表プラットフォームであり、教師と生徒はそ

れを使用して、教室や個人で使用するレッスンやチュートリアルな

どを作成できる。 このメディアには、スマートフォン、コンピュ

ーター、タブレットなど、いくつかのプラットフォームからアクセ

スできる。 Explain Everything の授業メディアを使用することで、

教師は授業時間を最大限に活用して効率を高めることができる。 

https://www.money.kompas.com/read/2020/03/12/152750726/alasan-perusahaan-jepang-ini-masuk-indonesia?page=all
https://www.money.kompas.com/read/2020/03/12/152750726/alasan-perusahaan-jepang-ini-masuk-indonesia?page=all
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B. 問題提供 

研究者は本研究の問題の設定を次のように定式化する 

1. Explain Everythingの授業メディアを利用した前とあと、ジャカ

ルタ国立大学日本語学科の一年生の学生の漢字 IIの学習結果は

どうなるのだろうか。 

2. ジャカルタ国立大学日本語学科の一年生の学生の漢字 IIの学習

結果に対する Explain Everything の授業メディアの効果はどの

ようになるのだろうか。 

3. 漢字 II における Explain Everything の授業メディアの利用につ

いて学生の反応はどうだろうか。 

C. 解決 

本研究は２０２１年６月８日から６月２２日までジャカルタ

国立大学日本語学科の漢字 IIのクラス B と C の学生に行われた。

事前テストは６月 7 日に行われた。事後テストは６月２3 に行われ

た。本研究の方法は True Experimentalメソッドである。本研究デザ

インとしては Pretest Posttest Control Group Designのモデルである。

本研究の対象はジャカルタ国立大学日本語学科の学生である。そし

て、サンプルは漢字 IIの Bクラス(コントロール)と Cクラス(実験)

である。 

研究器具はテストとアンケートである。このテストは事前テ

ストと事後テストである。調査アンケートは Explain Everything の

授業メディアの利用の意見と欠点とプラス効果を見つかることを目

的としている。 

 

1. 事前テストと事後テスト 

事前テストと事後テストの結果の全体的な結果を以下に示す。 

 

事前テスト 

計算結果 Bクラス Cクラス 

平均点 70,60 67,12 

標準偏差 15,77 23,14 
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標準エラー 4,21 6,18 

ｔ数 -0,46 

ｔ表 1,7 

 

事後テスト 

計算結果 Bクラス Cクラス 

平均点 84,24 93,63 

標準偏差 16,68 5,03 

標準エラー 4,45 1,34 

ｔ数 2,02 

ｔ表 1,7 

 

5%ｔ表の有意水準における 28 の db を用いた上記の記述に

基づいて、1,7 であり、ｔ数は 2,02 である。だから、ｔ数はｔ

表よりも大きいと言える（2,02 > 1,7）。ということは、Hk は

受けいられ、Ho は拒否される。このデータの分析の研究結果

によると、ジャカルタ国立大学日本語学科の一年生の学生の漢

字 II の学習結果に対する Explain Everything の授業メディアの

利用は効果がある。 

 

2. アンケート 

この調査アンケートの結果は次のとおりである。 

1) 86,6%学習者は「Explain Everything の授業メディアは漢字 II

の学習結果における漢字能力の向上に対する効果がある」

と答えた。 

2) 86,6%学習者は「Explain Everything の授業メディアは、漢字

IIの学習に面白い。」と答えた。 

3) 60%学習者は「Explain Everythingの授業メディアで漢字 IIの

内容を理解しやすい」と答えた。 

4) 60%学習者は「Explain Everythingの授業メディアの使用は、

漢字の書く能力の向上に役立ちる」と答えた。 
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5) 66,67%学習者は「Explain Everything の授業メディアの使用

は、漢字の読む能力の向上に役立ちる」と答えた。 

6) 53,33%学習者は「Explain Everything の授業メディアの使用

は、漢字の翻訳能力の向上に役立ちる」と答えた。 

7) 86,67%学習者は「Explain Everything の授業メディアを使用

すると、生徒は漢字 II の学習に積極的に取り組むことがで

きる」と答えた。 

8) 80%学習者は「Explain Everythingの授業メディアを使用して

クラスで行われるテストには多くのバリエーションがある」

と答えた。 

9) 86,67%学習者は「Explain Everything の授業メディアの適用

により、授業での学習時間がより効率的になる」と答えた。 

10) 46,67%学習者は「Explain Everything の授業メディアの適用

は、中間試験の後に実行する必要がある」と答えた。 

11) 74%学習者は「Explain Everythingの授業メディアを適用する

ことにより、1 つの対面で 2 つの学習テーマを実行できる」

と答えた。 

 

15 人の学生に 11 問分のアンケートに基づいて、Explain 

Everything の授業メディアの反応は良いである。 Explain 

Everything を利用すことにより、学生は教材を学ぶのが簡単にす

る。教材を学ぶ時間ももっと柔軟になる。教室での学習時間は

もっと効率になる。また、Explain Everything の授業メディアは

学習に技術を統合化しているため、学生にとって面白いである。

そして、学生は新しい学習経験を体験できる。 

D. 結論 

この調査の結果に基づいて、ジャカルタ国立大学日本語学科

の一年生の学生の漢字 IIの学習結果に対する Explain Everything の

授業メディアの利用は効果である。Explain Everythingの授業メディ

アの利用により、教室での学習時間はもっと効率になる。このよう

に、教室と家でたくさん練習をするので、書く能力や読む能力や翻

訳能力は上達させることができる。 
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